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会
員
増
強
お
よ
び
拡
大
月
間 

平
成
21
年
８
月
19
日
（
木
） 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員
61
名 

出
席
計
算
数 56

名
中
48
名
出
席 

出
席
率
85
・
71
％ 

前
々
回
出
席
率
76
・
47
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ  

「
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
」 

（
オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
） 

「
奉
仕
の
理
想
」 

指 

揮 
者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 
冨
板 

玲
子 

 

ゲ
ス
ト 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

 

西
村 

忠
郎
さ
ん 

地
区
副
幹
事 

 
 

田
中 

正
樹
さ
ん 

分
区
幹
事 

 
 

 

羽
田
野
道
明
さ
ん 

渡
辺
剛
男
さ
ん
ゲ
ス
ト 

株
式
会
社
東
洋
精
工
代
表
取
締
役 

兼
子 

 

健
さ
ん 

丹
下
富
博
さ
ん
ゲ
ス
ト 

名
城
大
学
薬
学
部
５
年
生 

伊
藤 

理
恵
さ
ん 

米
山
記
念
奨
学
生 

 
 

グ
ェ
ン
・
ダ
ン
・
チ
ン
さ
ん 

グ
ェ
ン
さ
ん
ご
家
族 

グ
ェ
ン
・
ミ
ー
さ
ん 

ダ
ン
・
ツ
ー
・
キ
ー
さ
ん 

グ
ェ
ン
さ
ん
ご
友
人 

ホ
ア
ン
・
レ
ー
・
マ
イ
さ
ん 

派
遣
青
少
年
交
換
学
生 榊

原 
 

順
さ
ん 

順
さ
ん
の
お
父
様 

榊
原 

功
二
さ
ん 

  

ビ
ジ
タ
ー 

名
古
屋
東
Ｒ
Ｃ 

 

髙
橋
雄
二
郎
さ
ん  

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 
 

 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

西
村 

忠
郎
さ
ん 

 
 

地
区
副
幹
事 

田
中 

正
樹
さ
ん 

 
 

分
区
幹
事 

 

羽
田
野
道
明
さ
ん 

娘
が
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

榊
原 

功
二
さ
ん 

西
村
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、
田
中
地
区
副
幹

事
、羽
田
野
分
区
幹
事
を
お
迎
え
し
て
。 

岩
崎 

征
一
・
杉
本 

英
夫 

松
本 

哲
朗
・
川
畑 

博
敬 

田
崎 

雅
三
・
近
藤
宏
一
郎 

佐
々
木 

功 
 

 
 

 
 

 

西
村
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、
今
日
ご
苦
労
さ

ま
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

草
野 

勝
彦 

８
月
８
日
、
み
な
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

髙
木 

政
義 

８
月
８
日
の
セ
ミ
ナ
ー
多
数
の
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

堀
江 

英
弥 

友
人
の
兼
子 

健
さ
ん
で
す
。
よ
ろ
し

く
。 

 
 

 
 

 
 

 

渡
辺 
剛
男

49
回
目
の
誕
生
日
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
学
生
伊
藤
理
恵
さ
ん
で
す
。
お

願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

丹
下 

富
博 

妻
が
52
才
に
な
り
ま
し
た
！ 上

山 

和
彦 

21
日
に
盆
踊
り
を
し
ま
す
。
お
ど
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

渡
辺 

観
永 

浅
井
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

尾
上 

 

昇 

 

会
長
挨
拶 

会
長 

岩
崎 

征
一         

皆
さ
ん
今
日
は
。
８
月
８
日
、
日
曜

日
の
大
須
地
域
の
青
少
年
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
た
生
物
多
様
性
会
議
に
は
、

60
名
も
の
会
員
の
皆
様
方
や
御
家
族

に
、
暑
い
中
ご
参
加
頂
き
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
成

功
裏
に
終
わ
り
、
印
象
的
な
例
会
変
更

を
、
味
わ
い
楽
し
い
１
日
を
過
ご
す
事

が
出
来
ま
し
た
。
重
ね
て
社
会
奉
仕
委

員
会
の
皆
様
に
は
御
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
御
座
い
ま
す
。 

８
月
は
こ
の
東
急
ホ
テ
ル
、
ホ
ー
ム

グ
ラ
ン
ド
で
の
例
会
は
今
日
の
１
回
だ

け
で
す
。
次
回
も
例
会
変
更
で
、
名
古

屋
観
光
ホ
テ
ル
で
の
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪

問
が
８
月
30
日
の
月
曜
日
に
な
り
ま
す

の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
出

席
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、

今
日
は
大
須
Ｒ
Ｃ
に
と
っ
て
ガ
バ
ナ
ー

補
佐
西
村
忠
郎
様
訪
問
の
、
大
変
重
要

な
例
会
で
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
と
、
今
日
は
11
時
30
分
か
ら

西
村
忠
郎
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
様
、
田
中
正

樹
地
区
副
幹
事
様
、
羽
田
野
道
明
分
区

幹
事
様
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
に
大
須
Ｒ
Ｃ
の
今
年
の
活
動
方

針
等
を
申
し
上
げ
、
ひ
さ
し
く
ロ
ー
タ

リ
ー
活
動
の
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
を

御
指
導
賜
り
参
考
に
な
り
ま
し
た
事
を

報
告
申
し
あ
げ
ま
し
て
私
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

卓 

話 

RI
第
２
７
６
０
地
区
西
名
古
屋
分
区 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

西
村 

忠
郎
さ
ん         

こ
ん
に
ち
は
。
本
日
は
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
と
し
て
地
区
よ
り
訪
問
し
て
お
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
始
め
る
卓
話
の
対
象
は
、

大
体
入
会
２
〜
３
年
目
の
方
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
は
物
足

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
ご
容
赦
下
さ
い
。 

 

さ
て
、今
年
度
の
Ｒ
Ｉ
会
長
の
レ
イ
・

ク
リ
ン
ギ
ン
ス
ミ
ス
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ

の
ミ
ズ
ー
リ
州
、
や
や
南
部
出
身
の
方

で
す
。
テ
ー
マ
の
「
地
域
を
育
み
、
大

陸
を
つ
な
ぐ
」
は
、
あ
る
人
に
ロ
ー
タ
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リ
ー
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
時
、
一
言

で
説
明
す
る
の
に
相
応
し
い
言
葉
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
自
分
達
の

地
域
と
、
世
界
全
体
の
両
方
に
目
を
配

り
、
活
動
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。 

 

そ
し
て
私
共
第
２
７
６
０
地
区
の
ガ

バ
ナ
ー
は
田
嶋
好
博
さ
ん
で
、
名
古
屋

北
Ｒ
Ｃ
の
所
属
で
す
。
今
日
は
田
中
正

樹
地
区
副
幹
事
・
羽
田
野
道
明
分
区
幹

事
に
も
同
行
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
田

嶋
ガ
バ
ナ
ー
の
職
業
は
弁
護
士
で
、
我

が
栄
Ｒ
Ｃ
の
山
田
靖
典
会
長
と
も
ご
関

係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

ガ
バ
ナ
ー
方
針
は
「
ク
ラ
ブ
に
夢
と

活
力
を
」。具
体
的
な
目
標
に
毎
日
が
職

業
奉
仕
・
Ｉ
Ｔ
の
活
用
・
メ
ー
ク
ア
ッ

プ
は
例
会
に
出
席
し
て
─
─
の
３
点
を

掲
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。私
自
身
、数
回
、

他
ク
ラ
ブ
の
例
会
に
出
席
し
ま
し
た
が
、

ど
こ
も
自
ク
ラ
ブ
の
雰
囲
気
と
違
っ
て
、

新
鮮
な
印
象
が
残
り
ま
し
た
。 

 

こ
こ
か
ら
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
原
点

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
シ
カ
ゴ
在

住
の
弁
護
士
、
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
氏
が

３
人
の
友
人
を
誘
っ
て
１
９
０
５
年
２

月
23
日
に
ロ
ー
タ
リ
ー
を
発
足
さ
せ
た

の
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
本
邦
で
は

15
年
後
の
１
９
２
０
年
、
米
山
梅
吉
氏

が
中
心
に
な
っ
て
東
京
Ｒ
Ｃ
が
発
足
し
、

そ
の
５
年
後
、
我
々
栄
Ｒ
Ｃ
の
親
ク
ラ

ブ
、
名
古
屋
Ｒ
Ｃ
が
で
き
て
い
ま
す
。 

 

創
設
時
、
集
ま
っ
た
４
人
の
職
業
が

皆
違
っ
て
い
た
こ
と
は
有
名
な
話
で
あ

り
、
近
年
ま
で
１
業
種
１
人
の
原
則
が

厳
格
に
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
ご
存
知

の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
僕
が
大
変
興
味

を
抱
い
た
の
は
、
４
人
の
両
親
の
祖
国

が
全
て
違
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
ポ
ー

ル
・
ハ
リ
ス
自
身
、
大
学
を
卒
業
し
て

法
学
の
学
位
を
取
っ
た
後
は
５
年
間
、

世
界
を
旅
し
て
見
聞
を
広
め
て
か
ら
シ

カ
ゴ
に
居
を
定
め
ま
し
た
、
ロ
ー
タ
リ

ー
の
国
際
性
は
、
設
立
当
初
か
ら
そ
の

萌
芽
が
現
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

 

「
良
い
社
会
を
作
る
た
め
に
は
異
業

種
の
人
が
集
い
、
お
互
い
の
職
業
を
理

解
し
、
か
つ
、
親
睦
と
友
情
を
深
め
、

相
互
に
発
展
し
、
社
会
に
奉
仕
す
る
こ

と
が
大
切
だ
」
が
、
発
足
当
初
の
理
念

で
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ー
サ
ー
・
シ
ェ

ル
ド
ン
が
奉
仕
の
理
念
を
提
唱
し
て
成

長
を
促
し
、
チ
ェ
ス
リ
ー
・
ペ
リ
ー
が

組
織
の
体
裁
を
整
え
ま
し
た
。そ
し
て
、

「
四
つ
の
テ
ス
ト
」
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・

テ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
で
ロ
ー
タ
リ
ー
を
根
付
か
せ
た

米
山
梅
吉
と
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
は
、
多

く
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
生

ま
れ
た
の
が
同
じ
１
８
６
８（
明
治
元
）

年
で
、
ど
ち
ら
も
若
い
頃
は
大
変
苦
学

し
て
大
成
し
ま
し
た
。
２
人
が
直
接
会

っ
た
の
は
68
歳
の
時
で
、
そ
の
10
年

後
に
米
山
さ
ん
は
逝
去
、
ポ
ー
ル
・
ハ

リ
ス
も
翌
年
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
米
山
梅
吉
さ
ん
は
三
井
銀
行
の

常
務
取
締
役
を
経
て
三
井
信
託
銀
行
を

創
立
す
る
な
ど
、
銀
行
家
と
し
て
大
活

躍
す
る
一
方
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
に

心
血
を
注
ぎ
、
更
に
は
ア
ジ
ア
・
日
本

の
学
生
に
学
費
の
私
費
援
助
を
し
た
篤

志
家
で
し
た
。
彼
の
業
績
に
つ
い
て
は

故
郷
の
三
島
に
記
念
館
が
あ
り
ま
す
の

で
是
非
訪
問
を
勧
め
た
い
の
で
す
が
、

ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
も
米
山
梅
吉
も
、
大

変
筆
が
立
つ
方
で
、
多
く
の
著
作
を
残

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
今
ま
で
、
ロ
ー

タ
リ
ー
の
思
想
が
創
設
当
時
か
ら
ブ
レ

ず
に
き
て
い
る
大
き
な
理
由
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
ロ
ー
タ
リ
ー
で
、
特
に
日
本

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
会
員
増
強

で
す
。
今
年
４
月
現
在
の
９
万
１
８
７

５
人
と
い
う
数
字
は
ピ
ー
ク
時
よ
り
約

３
割
減
で
、
こ
れ
を
ど
う
食
い
止
め
る

か
。や
は
り
、ク
ラ
ブ
が
個
性
を
持
ち
、

独
自
の
奉
仕
活
動
を
進
め
る
こ
と
と
親

睦
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
点
、
栄
Ｒ
Ｃ
は
名
古
屋

初
の
夜
間
例
会
ク
ラ
ブ
と
い
う
確
固
た

る
個
性
を
持
ち
、
奉
仕
・
親
睦
共
に
他

の
ク
ラ
ブ
に
ご
紹
介
で
き
る
活
動
が
で

き
て
い
る
こ
と
を
今
、
大
変
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
今
ま

で
四
大
奉
仕
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
今
年
か
ら
新
世
代
奉
仕
が
加
わ

っ
て
「
五
大
奉
仕
」
と
な
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
Ｒ
Ｉ
が
力
を

入
れ
て
き
た
世
界
平
和
・
環
境
保
全
に

加
え
て
、
青
少
年
の
指
導
力
養
成
や
交

換
留
学
等
も
、
将
来
に
向
け
た
重
要
課

題
と
し
て
認
識
し
た
故
で
あ
り
、
意
義

あ
る
決
定
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。 

 

目
録
贈
呈 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問
を
記
念
し
て
、 

目
録
を
贈
呈
し 

ま
し
た
。 

・
Ｒ
財
団
へ
特 

別
寄
付 ２０

万
円 

 
 

 
 

 
 

 
  

・
米
山
奨
学
会 

へ
特
別
寄
付 

２０
万
円 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

会
長
幹
事
懇
親
会 

                

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問
同
日
、
11
時

30
分
よ
り
、
会
長
幹
事
懇
親
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。西
村
忠
郎
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、

田
中
正
樹
地
区
副
幹
事
、
羽
田
野
道
明

分
区
幹
事
を
お
迎
え
し
て
、
ク
ラ
ブ
運

営
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま

し
た
。 

  

ク
ラ
ブ
協
議
会
（
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
） 

   

 
 

 

           

   

派
遣
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

榊
原 

 

順 

（
次
号
以
降
に
掲
載
致
し
ま
す
。） 

 

９
月
２
日
（
木
）
例
会
の
案
内  

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

９
月
９
日
（
木
）
例
会
の
案
内  

新
入
会
員
卓
話 

青
木 

靖
高
さ
ん 

宇
野 

史
仁
さ
ん 

  

広
報
委
員
会 

近
藤 

明
美
・
前
田 

隆
久 

近
藤
宏
一
郎
・
杉
浦 

令
淑 

例会後には１時間半程度、ガバナー補佐をお迎え

してクラブアッセンブリーが開催されました。 


